
公民館・コミュニティーセンターで
出来る新聞活用（地域NIE）
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地域ＮＩＥ（新聞講座）の実践プログラムについて 

 ―地域ＮＩＥ指導者養成講座と市民講座― 

 
                前日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター  

赤池 幹（元毎日新聞記者） 
                
１ はじめに 
学習指導要領に新聞が指導事項として多くの教科で明記されたことで、ＮＩ
Ｅはさらなる飛躍を期す第２ステージに立った。第２ステージの目標が学校教
育の中での新聞活用の定着・発展であることは言うまでもないが、その実現の
ための環境づくりが一層重要になっている。その具体化が「地域ＮＩＥ」であ
る。公民館や地区センター、図書館などを場とする生涯学習や親子学習が各地
で盛んに展開されている。その中にＮＩＥを導入することで、新聞を挟んで地
域住民の絆の再生、地域と学校の連携に貢献し、ＮＩＥへの理解を広げたい。
その取り組みが学校でのＮＩＥを推進しやすい環境づくりにつながる。地域Ｎ
ＩＥ指導者養成講座は、地域ＮＩＥの主体となる人材を育成するために、新聞
協会と推進協議会が連携して実施するプロジェクトである。すでに、地域ＮＩ
Ｅを実践している事例や、公民館や図書館、生涯学習担当者等に提案している
ＮＩＥ実践者もあり、協会、推進協議会の取り組みとすることで活動の広がり
を追求したい。 
以下は、２０１０年に地域ＮＩＥを実践している影山清四郎・前日本ＮＩＥ
学会会長（横浜国大名誉教授）、吉成勝好・現日本新聞協会NIEコーディネータ
ー（元全国新聞教育研究協議会会長）、渡邉裕子・ＮＩＥ教育コンサルタント
と協議したNIEのリーダー育成の企画概要（案）である。しかし、この企画は日
本新聞協会加盟の新聞社で構成するNIE専門部会で推進が了承されたものの、具
体化されないまま現在に至っている。再度協議のテーブルに載せて、内容と具
体化へのプログラムを検討する価値があると考える。こうした研修会はアドバ
イザーに活躍の場を提供することにもつながるだろう。 
 
２ 地域ＮＩＥ指導者養成講座の概要 
（１）講習回数 

計３回実施（各６時間程度） 
１回目＝講習Ⅰ、２回目＝講習Ⅱ      

～以上２回受講者に「地域ＮＩＥ指導者」の受講認定証を授与 
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① タイトル ｢多メディア社会を生きる｣ ―新聞そしてメディアリテラシー 
② シラバス（２部構成） 
第一部＝メディアを知ろう。考えよう 
１回目＝情報とは何か～人類の歴史と情報 
樹上生物だった人類がなぜ現在のような発展を遂げたのか、情報の歴史の
中で考える 
２回目＝メディアの役割と社会的責任 
新聞、ラジオ、テレビ、ネット、雑誌など情報媒体の特性を知り役割と責
任を考える 
＊この１週間～気になるニュース・私の意見（参加者５人１分間スピーチ） 

３回目＝新聞をとことん知ろう 
紙面構成や情報の価値判断は？ 比較読みをしよう 
＊この１週間～気になるニュース・私の意見（参加者５人１分間スピーチ） 
4回目＝デジタル社会と新聞を考える 
デジタルメディアの浸透で何が起きているか、ネット依存と小児科学会の
警告 
＊この１週間～気になるニュース・私の意見（参加者５人１分間スピーチ） 
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第二部＝あなたは新聞記者 
５回目＝グループ新聞を作ろう①＝見出しで遊べば見えてくる 
＊この１週間～気になるニュース・私の意見（参加者５人１分間スピーチ） 
＊見出しのつけ方 
６回目＝グループ新聞を作ろう②＝題字（新聞のタイトル）と役割分担決定 
 ＊レイアウトの仕方、記事の書き方、写真の撮り方 
＊この１週間～気になるニュース・私の意見（参加者５人１分間スピーチ） 
７回目＝新聞社（または新聞博物館）を見学しよう 
８回目＝グループ新聞を作ろう③＝記事の校正・レイアウト決定・台紙に 
仮張り 
＊この１週間～気になるニュース・私の意見（参加者５人１分間スピーチ） 
９回目＝新聞を完成させよう 
＊この１週間～気になるニュース・私の意見（参加者５人１分間スピーチ） 
10回目＝作った新聞の合評とディスカッション 
 
《品川区で使った資料》  
        

＊用語 
・メディア→情報を伝える媒体・手段 

   ・マスメディア→多くの人を対象に一挙に情報を伝える媒体 
＝新聞、テレビ、ラジオ、雑誌、映画、インターネットなど 

・コミュニケーション→情報をやり取りする行為 
 ・マスコミュニケーション 

→コミュニケーションを大量・同時的に行うこと 
 
＊情報と社会形成 
・地球の誕生＝約４６億年前 
・霊長類の出現＝６５００万年 

    ・チンパンジーとの共通祖先からヒトが分かれて５００万年（２００万年
からコミュニケーション、100万年前から共同生活）＝６０００万年をチ
ンパンジーとヒトは共有 
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○チンパンジーとヒトの違い（京大霊長類研究所） 
     《genome=gene（遺伝子）＋ome（集合＝

生物の遺伝子の全体》 
 
最大の違いは「言語」＝象徴的な記号体系＝の有無 
・樹上→地上―「森を選んだチンパンジー」「草原を選んだヒト」

A、食料の変化→動物性タンパク質の摂取＝  
B、外敵の存在→固体の脆弱なヒト→共同防衛（種の保存）の必要性 
C、 遠くまで見通ことが可能→外敵や食糧の在りかがキャッ 
チしやすく→相互の伝達＝種の保存のための ＝分 
業と協業。情報によって成り立つ共同体＝コミュニケーションなくして 
ヒトは社会を作れず、社会なくしてヒトは生存できない。 

    

＊情報の価値 
  正確性  高速性  タイムリー性  即応性  遠隔性  大容量性 
  →人間はそのような情報社会を追求してきた 
 
 ＊情報伝達＝メディアの歴史（音声、映像、文字で成り立つ） 
・言語以前＝直接表現メディア 
危険や食糧の在り処を知らせるために石を投げる、叫ぶ、身振り手振り、
狼煙、太鼓＝こうしたコミュニケーションの時代が数十万年続く 
・言語の獲得＝代行表現メディア 

  中枢神経の発達で「音声」「映像」「文字」を組み合わせたコミュニケー 
ションが始まってわずか数千年（抽象的な事象を情報として記号化して伝 
達）
語り継ぎによる伝承→内容の変質 
絵文字、象形文字→文字へ進化 
ＢＣ3000年＝粘土版、パピルス（paperの語源）、羊皮紙の使用 
ＢＣ1400年＝金石、木簡・竹簡 
ＢＣ前後＝紙の発明 
～ローマ時代（ＢＣ2世紀ごろ）は複数の人手で書き写していた 

 

＊情報革命～活字メディア 
○  
15 世紀半ば ドイツの金細工職人 ブドウの絞り機をヒ
ントに、紙に版をプレスする （世界三大発明の１つ＝活版
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ケット）化して中継基地を迂回させることで一ヶ所に依存しない仕組みを 
開発。 
1969年＝４大学で 24時間接続したままのネットワークの試験運用開始。 
1990年＝商用プロバイダができ民間利用が始まる。 
1992年＝「情報ハイウエー構想」 

＝慶応大、東工大、東大で実験的ネットワーク     
1992年＝大手企業や通信・コンピューター関連会社が接続 
1994年＝企業、個人会員向けにネット接続サービス開始 

（新聞・雑誌・ラジオ・テレビ・インターネット）
（新聞協会加盟） 

   105社、 48，345304部、 一世帯当たり0.9部、 従業員45,964人 
   ＊人口1000人当たりの各国部数 
   香港６１４、スイス５４９、ノルウエー５３８、スェーデン５１４、 
   フィンランド４８７、クウェート４８４、日本４５９、 

（アメリカ２０１、韓国３９７、イギリス３３２、ドイツ２７８、 
ブラジル６２） 

 ＝約３，５００点（毎年約150点が創刊、100点前後が廃刊） 
 ＝ＡＭ４７社、短波１社、ＦＭ５３社。普及台数約２億台（カーラ 

ジオ含む）。週５分以上ラジオを聴く人７０％以上 
 ＝地上波テレビ局１２９社（ＮＨＫ＋民放１１５＋ＵＨＦ局１３） 
   世帯普及率ほぼ１００％、１日平均視聴時間約３時間 
 ＝利用者数9462万人、人口普及率78㌫。インターネット 

を利用する際の端末は携帯電話7878万人、パソコン8706万人。 
   携帯電話＝1億2821万台（日本人口1億2805万人）、普及率101.1％、 
   スマートフォント携帯電話の２台所有７％。パソコン＝普及率77％ 

＊世界のインターネット利用者22億7000万人（世界人口71億人） 
 
○利用内容 
①メール ②各種ホームページ閲覧 ③物品購入など商取引 
④ブログ・フェイスブックの閲覧 ⑤地図情報の検索  
⑥音楽・映像・ゲームソフトの入手 ⑦オークション ⑧チャット 

（5カ国調査） 
＊加入電話3595万台（前年度比９％減少） 
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新聞通信調査会・2010年・単位％） 

欠かせない情報源  56.0  47.6  50.0  34.1  12.9   7.9 
情報が役に立つ   54.7  45.4  47.0  32.7  12.1  12.6 
情報量が多い    44.6  28.5  39.8  35.2   5.4     7.5 
社会的影響力がある 56.7  61.5    57.3    30.8    10.1   8.4 
楽しい･面白い    20.3    19.1    69.7    31.9    12.7    23.8 
情報が分かり易い  42.8    48.7    56.2    22.1    10.2     6.4 
信頼度       72.0    73.5    65.3    58.0    61.5    47.1 
 

読むのが習慣になっている      55.3％ 
世間の動きが分かる         46.8％ 
好きなときに読める         45.0％ 
生活や仕事に役に立つ        35.9％ 
様々な情報が網羅されている     30.2％ 
 

テレビ、ラジオ欄92.1％   地元に関する記事91.1％ 
社会に関する記事90.％    政治に関する記事89.2％ 
スポーツ･芸能記事88.5％     生活・健康記事86.6％ 
文化に関する記事82.0％     国際関係記事81.8％   
社説67.8％ 
 

民放テレビ73.7％  新聞65.2％  NHKテレビ64.5％   
ネット（パソコン）27.6％  ネット（携帯）16.6％   
ラジオ（民放）13.0％  ラジオ（NHK）8.4％ 
 
・ 
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《品川区で使った資料》
 

○メディアの役割 
・公正で正確な情報＝社会理解のための基礎情報の提供 
・論評と解説＝ニュースや話題を社会的、歴史的脈絡で論評して展望を示す 
・発掘・調査＝隠された事実を掘り起こし、不公正を質して公益に寄与 
（ジャ―ナリズム） 
・議論の場＝直接出会うことがない人々の意見交換の場提供（フォーラム） 
・多様な見解＝一定のテーマについて識者の意見など視点の違う見解の提示 
・キャンペーン＝環境、福祉、ボランティア、事故防止、災害非難、募金 
・文化貢献＝絵画展、コンクール、書籍紹介など文化情報と事業展開     
・生活情報＝子育て、介護、医療、料理、ペットなど生活に役立つ情報 
・健全娯楽＝各種スポーツ情報と事業、コンサートや映画情報… 
 
○メディアの責任 
メディアには世論形成、社会的な意思決定、人格形成、日常生活への影響力
があり、そのことへの極めて大きい社会的責任がある 
・責任の自覚と責任能力の有無 
・意図的に情報を発信する行為を自己評価、コントロールできる能力の有無 
・国民の知る権利に応える前提となる言論・表現の自由を確保するための自主
的な研究と自制、政治の統制を排除する意志の有無 
＝最終的な責任は「発信する情報が全体として社会の進展、健全な民主主義
の発展、受け取る人の幸福な生活に貢献しているかどうか」で判断される 
 
○メディアリテラシー 
・メディアにアクセスし、情報を批評的に読み取り、取捨選択しながら活用す
る能力 
・「役割と責任」に各メディアを当てはめて考えると、メディアの特性がわか
る 
 
○メディアの特性 
＊新聞  一覧性、信頼性、詳報性、解説性、記録性、検証性、改革性 
＊テレビ 娯楽性、印象性（衝撃性・感動性）、同時性 
＊ネット 無尽蔵性、双方向性（参加性・発散性）、多機能性、スピード性 

－ 38 －



 

 

 

 

 

 

－ 39 －



（３）夏休み親子新聞教室の例 
筆者が、神奈川県のアドバイザーの協力で、近所の地区センターに提案して
実現した企画である。地区センター館長から歓迎され、反応次第で来年度もさ
らに発展させたいという意向がある。センター側は、品川や横須賀のような企
画も期待しており、検討課題である。 
 
・趣旨 携帯電話、スマートフォンが普及し子どもへの心身の悪影響が心配さ
れています。ネット依存も社会問題になっています。一方、文部科学省の調査
（2013年）で「新聞を読む子どもほど成績がよい」という結果が出ています。
新しい学習指導要領によって、小・中学校の教科書には「新聞」の読み方や、
記事の書き方、新聞作りが盛り込まれ、新聞記事を手がかりに、親子の会話が
はずみ、子どもの社会への関心が高まることも証明されています。こうしたこ
とから「ＮＩＥ」（Newspaper In Education）が日本だけでなく世界に広がっ
ています。夏休みに親子で新聞に親しむことで、子どもたちの健全な成長に役
立てませんか。 
 
・内容＝新聞でさがそう 新聞をつくろう 

親子で新聞から①「喜怒哀楽」をさがして切り抜き、②模造紙に貼り、③
それぞれに簡単な感想を書き入れる、④新聞の名前（タイトル）をつける
⑤最後になぜその記事を選んだか、どんなことを思ったか発表し合う。 
 

・実施案 
   ① 場所 初音ヶ丘地区センター 
    ② 日時 ８月２４日（日）10時～12時 

③ 募集人員 親子10組20人。対象小学校3年生～中学生とその保護者    
 
・道具 新聞＝２０部。ハサミ＝各親子で一つ、糊＝各親子で一つ、マジック

＝赤、黒、青各１本計３本を各親子。模造紙＝各親子に１枚と予備数枚。
サイドボード（新聞は赤池が用意。ハサミ、糊は持参あるいはセンター
が用意。マジック、模造紙はセンターが用意） 

 
・講師 神奈川県ＮＩＥアドバイザー 
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り、生きた学習材として注目が高まっています。 
近年、ＮＩＥは児童生徒に限らず大学・専門学校、社会人、高齢者、家庭な
ど幅広い層で実施され、効果を挙げています。体験者からは｢社会への関心が高
まった｣｢ものの見方が変わった｣などの声が聞かれます。また、新聞を読む人ほ
ど投票に対する意識が高いというデータもあり、主権者教育とも直結している
と言えます。 
 
２ 学習の進め方、考え方 
学習時の質問には大別して、①｢正解がある(答えは１つしかない)｣問題と、
②｢正解がない(答えはいろいろある)｣問題ーの２種類があります。 ①は｢ゴルフ
の石川遼の出身高校は｣といった問いで、②は｢氷が溶けたら何になる｣といった
問い掛けです。①は知らなければ答えようがありませんが、②は｢水になる｣の
ほか｢春になる｣という答えもあり得ます。つまり、②は知識を試すものではな
く、考えれば何かが生まれるという世界です。 
新聞学習で行う学びは、②に近いものです。｢(～について)知っていますか｣
というやり方ではなく、｢(～について)どう思いますか｣という問い掛けが基本
となります。どう思うかは人によってそれぞれですから、｢(～について)私はこ
う思う｣と明確に言いさえすれば、それが答えになります。言い換えれば、学習
の方針として受講者に｢何かを教える｣のではなく、その人が持っているものを
｢引き出す｣という姿勢が大切になります。 
一方、受講する側は｢恥をかく｣ことを恐れてはいけません。｢これぐらいのこ
としか知らないと思われたくない｣などと格好をつけたりすると、その場は何と
か切り抜けられても、自分の身にはつきません。今の自分をさらけ出すことが
肝要です。そうすれば大方、恥をかくことになりますが、そこに勉強する意味
があります。自分をさらけ出して、大いに恥をかく。それが、学ぶことです。 
 
(１)準備する物 
・新聞（なるだけ複数紙を用意） 
・切り抜き記事（できれば日頃から留意してストックしておく。） 
・ワークシート 
(２)グループ分け  ３～５人程度が理想的 
 
３ 展開・学習の手順 
(１) ウオーミングアップ  
新聞を身近に感じてもらうため、クイズでスタート 
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①題字は大事＝解説参照 
新聞の表札ともいえる題字には、バックに図柄(地紋)が描
かれているものが多くあります。例えば熊本日日新聞の場合、
題字には何種類の絵が書かれ、その意味するものは何、と問
い掛けます。日頃見過ごしがちな題字ですが、そこに込めら
れた独自のメッセージを読み取ると新聞への興味も湧きます。
いろんな地方紙、全国紙の題字をじっくり眺めてみましょう。 
 
 
②何の写真？質問で迫ろう＝解説参照 
記事は概ね文字と写真からなっています。そこで写真だけ
を示し、それが何を意味する写真であるかを考えてもらうゲ
ームです。 
質問を重ねることで解答に迫るやり方
ですが、参加者からの質問に対しては｢Ｙ
ＥＳ｣か｢ＮＯ｣でしか答えません。この写
真の場合、｢写っている車はパトカー？｣
(ＹＥＳ)という問いは有効ですが、｢中央
の人物は何をしているの？｣といった質
問はＮＧ。質問力をつける練習にもなり
ます。 
 
 
③テレビ番組、どこか変？＝解説参照 

新聞で一番読まれるのはラテ(ラジオ・テ
レビ)欄。短い字数で番組内容をどう伝える
か工夫を凝らしてありますが、この番組表
記はかなりユニーク。さてどこが…、と問
い掛けます。難しそうな場合は｢左端の１文
字をタテに読んで｣とヒントを出します。 
 
 
 

(２)メディアって何？ 
①｢不便益｣という発想＝解説・ワークシート参照 
不便益とは、一見不便に思えるが実はそこがすごい、ためになるという考え
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第三者の目で見ることであり、最初の読者とも言えます。独り善がりにならな
いよう、デスクのような客観的な視点を自分の中にいつも持っておくことは、
記者ならずとも誰にでも求められることでしょう。 
相手に｢伝わる｣ための新聞の表現作法として、｢要点をつかむ｣｢大事なことを
先に書く｣｢正確に分かりやすく｣｢具体的に｣｢事実と意見を区別｣ーなどが挙げ
られます。ここではその一部を例示します。 
 
②要約のワザ～見出しパワー＝解説参照  
記事には大小の見出しがついています。見出しとは、記事の内容を一口で言
い切った要点であり、コンパクト(短く)かつインパクト(訴える力)が求められ
ます。具体的には、①一番伝えたいことを簡潔に表し、全体像が分かるように
する②文中の言葉を生かし、数字を使うなど中身を具体的に伝えるーなどがポ
イントです。論より証拠。あるスポーツ記事を例に、空白にした見出し欄を埋
めるワークショップをします。見出しは｢正解がない｣ものの一つで、この見出
しでないと間違いということはありません。よって多彩な見出しが出てくるこ
とを期待したいものです。見出しの字数にばらつきが出ることを防ぐため、記
者がつけた実例の文字数を目安にします。また、グループ発表の際は参加者が
一覧できるよう、空欄部分を拡大した用紙を使うと効果的です。 

 
（熊本日日新聞、平成25年9月23日付） 
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いろんな見出しが出ることで会場は盛り上がりますが、学習のためには実例
を示しながら次のような指摘をします。 
・見出しは最低限、主語と述語が必要(この例では｢山口｣｢優勝(Ｖ)｣) 
・主語と述語だけではそっけないので、ニュースの価値を盛り込む(この例で 
は｢日本勢初｣) 
・最大の見せどころは｢16歳｣。山口を知らなくても、16歳という若さが未 
来の可能性を感じさせ、読者を引き付けることになる。 
さらに強調したいのは、先に述べた｢他人にも分かるか｣という視点。ワー 
クショップでは記事を読んだ上で見出しをつけます。よって、どんな見出しを
つけても自分には分かります。ところが、実際の新聞読者は記事よりも先に見
出しを見ます。そんな読者、つまり他人にも一目で分かるようにするにはどう
表現するか、というケーススタディとなります。 
 
③事実と意見(客観と主観)を見分ける 
｢事実的な文章はどちら？｣ 
問ア Ａ｢長澤まさみは日本で最も魅力的な女優だ｣ 

Ｂ｢長澤まさみの父親は元サッカー日本代表だ｣ 
答 Ｂが事実的。 
Ａは異論を唱える人がいる可能性もあり、意見(主観)といえる。 

 
問イ Ａ｢今日は6日ぶりの真冬並みの寒さになりそうです｣ 

Ｂ｢今日は6日ぶりの真冬日になりそうです｣ 
答｢真冬並み｣と感じるかどうかは個人差があるから、それを｢６日 
ぶり｣と線引きすることはできず、意見(主観)といえる。一方、Ｂの｢真
冬日｣は最高気温が零度未満と定義されるから、客観データに基づいた
事実的表現といえる。 

事実とは、そのことを知っているかどうかの問題ではなく、何らかの方法で
調べたら全員が同じ結論にたどりつくことを指す、という定義があります。 
では、新聞は全てが事実的かといえば必ずしもそうではなく、紙面には事実
と意見が混在しています。記事のどこが事実的で、どこが意見なのかを見分け
る必要があります。子供などはともすれば、新聞やテレビなどで報道されるこ
とは全て事実と思いがちですが、そこには事実と意見があり、それを区別でき
る力を身につけさせたいものです。 
そもそもメディアは編集されているのです。例えば何か大きな出来事がある
と、新聞には｢識者談話｣が掲載されますが、識者としてどんな立場の人を登場
させるかという段階で既に、一種の編集が行われているといえます。テレビや
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ラジオのニュースにしても、一定の時間内にどのニュースをどの順番で、どの
程度の分量で伝えるかということは、まさに編集です。よってここでも、ニュ
ースの目立ち具合などの要素に左右されることなく、情報を多角的にとらえ、
自らの視点で読み解くというメディアリテラシーが求められます。 
スポーツ中継ではアナウンサーと解説者の２人が登場しますが、アナウンサ
ーは主として事実を述べ、解説者は意見にウエイトを置くものと考えれば分か
りやすいでしょう。事実と意見を、異なる音声で語ることで分かりやすく伝え
ようとしている、という見方ができます。報道番組も、アナウンサーは基本的
に事実を中心に伝え、キャスターは自らの意見も交えて伝える存在と考えれば、
見方も変わるでしょう。 
 
(４)各紙読み比べ 
①コラムのタイトルクイズ                          
新聞各紙を比べ読みする導入として、各紙1面の人気コラムのタイトルクイズ
をします。例えば熊本県内で一般的に読まれている日刊紙コラムのタイトルを
五十音順で挙げれば、｢産経抄｣｢春秋｣(２紙が同一タイトル)｢新生面｣｢天声人
語｣｢編集手帳｣｢余録｣となります。社名からすぐ分かるものもありますが、全問
正解となると意外と難しいものです。 
 
②紙面は百面相 
ア、各紙の１面トップ記事が見出しまで同じ(平成25年８月10日付)  
１面のトップ記事に何を持
ってくるかは、各紙とも慎重な
討議の上で決めますが、各紙が
そろって同じ記事をトップに
据え、しかも見出しまで同じと
いうケースはそれほど頻繁に
あることではありません。この
記事は長崎の原爆犠牲者慰霊
平和祈念式典を報じた熊本日
日新聞ですが、この日は各紙そ
ろって｢被爆国の原点に返れ｣
という見出しをつけて１面ト
ップとしました。 
もちろん、見出しは各社が独
自に判断してつけますが、図ら
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ずも同様の見出しになったのは、市長の平和宣言の｢日本政府に被爆国としての
原点に返ることを求める｣という言葉が、記者の胸に強く響いたためと思われま
す。 
 
イ、各紙の１面トップ記事が全部バラバラ 
政治や経済の表立った動きが起きにくい休み(土・日・祝日)明けの紙面に 
ありがち。これという決定打のない日は、どの記事をトップに仕立てるか各 
社苦労します。よって、休み明けの紙面は各紙の個性が表れやすいともいえ 
ます。 
 
ウ、扱いは相対的 
特定秘密保護法が平成25年12月６日深夜、国会で成立しました。国政の根 
幹にかかわる問題であり、国民の関心も高い法案とあって、各社とも大方が 
翌日朝刊の１面トップ扱いにしましたが、実はこの日、南アフリカのマンデ 
ラ元大統領死去というビッグニュースも飛び込みました。もし、特定秘密保 
護法の成立がなければ、元大統領死去がトップ扱いになったと思われますが、 
各紙とも国内ニュースを優先し、死去のニュースは準トップとなりました。 
記事の扱いの大小は絶対的なものではなく、相対的であり、他のニュースと 
の兼ね合いによって決まります。よって、小さい扱いだからといって大した 
ことのない記事、とはなりません。 
 
③社説を比較＝ワークシート参照 
新聞社の主張を示す社説の重要性は言うまでもありません。ある特定のテー
マについて、各紙が社説でどう取り上げたかを比べると、その論調に明確な、
あるいは微妙な違いのあることが分かって興味深いものです。｢社会のいろんな
出来事を多面的にとらえ、それを自らの視点で読み解く｣というメディアリテラ
シーを実感するうえで、社説の読み比べは格好の教材となります。 
例えば、平成25年12月６日成立の特定秘密保護法をテーマにした各紙社説を
比較します。社説の見出しを幾つか拾うと、｢憲法を骨抜きにする愚挙｣｢抜本的
な欠陥是正を急げ｣｢適正運用で国の安全保て｣｢国家安保戦略の深化につなげ
よ｣となっており、論の展開の違いがうかがえます。 
まずは一人ひとりで読み込み、次にお互いが気付いた点をグループで話し合
います。ワークシートでは、①共感する主張②違和感を覚える表現③その他気
付いた点の３項目を立てましたが、項目を分けずに自由に語り合うこともでき
ます。 
社説は硬いイメージがあり、しかも読み込むのに時間がかかるため、対象者
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によっては敬遠されることもあります。読み比べは社説に限らず、コラム、皇
室敬語の使い方、｢人｣欄の取り上げ方、スポーツ記事の扱い方など幅広いジャ
ンルでできます。その際、比較しやすいように、できれば各紙同じテーマを取
り上げた記事を使う方が効果的です。 
 
(５)これ何の広告？ ＝解説参照 
ある新聞広告。｢ボクのおとうさんは、桃太郎というやつに殺されました｣と
いうキャッチコピーと鬼の子供が泣いているイラストだけを示して、誰が、何
のために出した広告かをクイズで問います。 

実際の回答例として、
｢鬼の名がつく焼酎の
宣伝｣｢桃太郎の名がつ
くノリのＰＲ｣｢岡山県
のアピール｣｢人権への
配慮呼び掛け｣などが
ありました。 
場の展開に応じて、
鬼のイラストの下に小
さく書かれた、次の言
葉をヒントとして示し
ます。｢一方的な『めで
たし、めでたし』を、
生まないために。広げ
よう、あなたが見てい
る世界｣。 
このヒントを示すと、
単にモノを売る広告で
はないなと察する人が
出て、新たな展開     

(熊本日日新聞、平成25年12月16日付)      が期待できます。 
 
要は、物事を一方的な視点だけでとらえず、相手の立場に立って考えること
の難しさ(必要性)を訴えた広告で、しかもスポンサーが日本新聞協会というと
ころがミソです。 
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(６)新聞と投票行動(投票率高い新聞読者) ＝解説参照 
投票率クイズ｢新聞を読む人の投票率は何％でしょうか？｣ 
 
・自民党が圧勝した平成24年12月の衆院選。さて、新聞読者は何割が投票に行 
ったと思いますか、とアンケート結果を問い掛けます(ちなみに同選挙の全有 
権者の投票率は60.11％)。 
・平成25年７月の参院選。同様に、新聞読者は何割が投票に行ったかを問いま 
す(この時の全有権者の投票率は52.6％)。  
衆院選90％、参院選85％ー新聞を読んでいる人は極めて高い割合で投票に行
くという事実を、端的に示した２つのデータです。ただ、新聞社が行った読者 
アンケートという点で、やや“身びいき”の印象を受ける人もあるかもしれま
せん。そこで、公益財団法人明るい選挙推進協会が、全国の有権者3,000人を無
作為で抽出して実施した意識調査の結果を紹介します。 

図１は投票に対する考えと投票参加率のデータ(平成25年参院選調査)です。
選挙で投票することは｢国民の義務｣｢権利だが棄権すべきではない｣｢個人の自
由｣のいずれの考えに近いかという、投票に対する意識が投票参加率に与える影
響をみたものです。｢国民の義務｣を選択した人の87.4％、｢権利だが…｣を選択
した人の88.9％が投票に行ったと答えています。一方、｢個人の自由｣を選択し
た人で投票に行ったと答えた人は35.5％にとどまっています。 

 

％ 
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図２は、新聞の閲読状況と政治意識のデータ(平成21年2月有権者調査)で、｢投
票は個人の自由｣｢政治に関心がない｣と答える人ほど、新聞の閲読状況が低くな
っています。 
上記二つのことから｢新聞を読む習慣の有無は、投票への動機づけに相応の影
響を及ぼしていると思われる｣と同協会は分析しています。 
 
(７)｢新聞ヨム、社会ワカル｣＋｢投票率カワル｣ 
日本には100社を超える新聞(日本新聞協会加盟)があり、毎日、4700万部の新
聞が発行されています。なぜそんなに必要なの、資源(紙)の無駄遣いでは、と
いった声も一部にあるかもしれません。しかし、それぞれの“顔”を持つ新聞
が多様に存在し、それが有権者の社会を見つめる目の広がりと深化につながり、
ひいては日本の民主主義の一端を支えることになるという見方は、決して大げ
さではないと考えます。 
日本新聞協会が有名タレントを起用して作成した｢春の新聞週間｣用のポスタ
ーがあります。そのキャッチコピーは｢新聞ヨム、社会ワカル｣です。｢ワカル｣
をもじると｢カワル｣となります。 
そこで、｢新聞ヨム、社会ワカル、投票率カワル｣(新聞をヨムと社会がワカル、

ひいては投票もカワル＝アップする)という新(珍？)コピーの誕生です。 メディ
アと投票率との間に、こんなつながりが生まれることを願ってやみません。 
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４ 解説、解答、ワークシート 
 
ウオーミングアップクイズ①｢題字は大事｣ 
 
星、月、太陽、山、森、象、虎、鳥、川、男女など20種以上が描かれてい
る。世に存在するあらゆるもの(森羅万象)を、人間の喜怒哀楽も含めて掲載
したいというメッセージを込めている。 
・意味を読み取るのが難しい題字については、その新聞社に聞くと教えてく
れる。 
 
 

ウオーミングアップクイズ②｢何の写真？｣ 
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ウオーミングアップクイズ③｢テレビ番組、どこか変？｣ 
 
左端の１文字をタテに読むと｢半沢直樹最終回｣となる。平成25年の人気テ
レビ番組｢半沢直樹｣の最終回を控えて、その告知を遊び心たっぷりに盛り込
んだもの。作成したテレビ局(ＲＫＫ熊本放送)の担当者によると、こうした
“チャレンジ”は珍しいケースで、残念ながら気付いた読者は少なかったと
いう(熊本日日新聞、平成25年9月20日付)。 

 
｢新聞の不便益｣大学生の発想例 
(公益財団法人明るい選挙推進協会主催の研修会、平成25年12月15日、熊本市) 
新聞の不便な点 
｢自分の知りたい情報がどこにあるかわからない｣｢リアルタイムに情報を得られ
ない｣｢テレビより情報が遅い｣｢コンパクトでない｣｢おカネがかかる｣｢自分に興
味のある情報が手に入らない｣｢情報が一方通行である｣｢読むのに時間がかかる｣
｢配達が必要｣｢活字が小さくて読みにくい｣｢紙のため破れるなど材質的に弱い｣ 
新聞の有益な点 
｢自分に興味のない情報も入ってくる｣｢一覧性がある｣｢地元の情報が得られる｣ 
｢広告が多数掲載されている｣｢見やすさがある｣｢何度でも読み返せる｣｢切り抜 
きができてためておける｣｢情報が一度にたくさん手に入る｣｢リサイクルに使え
る｣｢靴を乾かすことに使える、窓を拭ける、物を包むことができる｣ 
 
要約のワザ(見出し実例) 

16 歳 山 口  日 本 勢 初 V 
 
コラムのタイトル 
・産経抄 産経新聞   ・春秋  西日本新聞  ・春秋 日本経済新聞 
・新生面 熊本日日新聞 ・天声人語 朝日新聞  ・編集手帳 読売新聞 
・余禄  毎日新聞 
 
これ何の広告？ 
日本新聞協会が平成25年度、｢しあわせ｣をテーマに募集した｢新聞広告クリ 
エーティブコンテスト｣の最優秀作品。作品タイトルは｢めでたし、めでたし？｣ 
で、審査員から｢逆からの視点で幸せとは何かを考えさせる発想が抜きんでてい 
る｣と評価された。ある人にとって幸せなことでも別の人から見ればそう思えな
いこともあるとして、一方的な見方は禁物だと教えてくれる。これはメディアリ
テラシーと直結する視点であり、新聞というメディアの自戒でもある。 
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新聞読者の投票率 
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ワークシート１｢新聞の不便益｣ 

 
 
 
 
 

不便な点 
 
 

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

 
 
 
 

有益な点 
 
 
 
 

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

－ 55 －



ワークシート２｢メディアの長所・短所｣ 

メディア 長所 短所 

 
テレビ 
 

  

 
ラジオ 
 

  

 
インターネット 
 

  

 
書籍 
 

  

 
週刊誌 
 

  

 

ワークシート３｢社説読み比べ｣ 

新聞 
(五十音順) 

社説のテーマ｢〇〇〇〇〇〇｣ 
共感する主張 違和感を覚える箇所 その他気付いた点 

〇〇新聞 (個人) 
 

  

(グループ) 
 

  

〇〇新聞  
 

  

 
 

  

〇〇新聞  
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－ 57 －
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「読む、書く、話す」の基礎力アップ

大学、学年、学部などは問いません

熊本大学黒髪南地区 学生ラウンジ

「 REPOSER 」（共用棟黒髪7の1階）

場 所
赤門

← 至 熊本市街 至 阿蘇 →

事務局

門衛所

県道337号線

黒 髪 北 地 区

黒 髪 南 地 区

工学部　1号館

理
学
部
1
・
2
号
館

REPOSER 

9月29日（月）
オープン 

しんぶんカフェin熊大
新聞をテキストに、「社会を見つめる力」
「考える力」「表現する力」を磨きます。

毎週 曜月
日 時

（祝日は休み） 午前 時7 30分～ 時9 00分

随時参加可

当日の新聞と、入れたてのコーヒーを
セットでご用意

申し込み カフェ店主・講師
熊本大学 政策創造研究教育センター 越地 真一郎 
（熊大客員教授、熊本日日新聞社NIE専門委員）

TEL 096（342）2044 〈右記センター〉
E-mail : seisoken@gpo.kumamoto-u.ac.jp

新聞で朝活   就活

受講生募集（無料）

こえ

2014年度秋

※途中退室も可

月曜朝イチで差をつける

曜朝イチで差をつける

！！！！
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学生×社会人学生×社会人

しんぶんカフェ in 学園大
日時日時

場所場所

募集募集

毎月第2、4土曜日

午前10：00～12：00

熊本学園大学

図書館ラーニングコモンズ

学生、社会人各20人

受講生募集・無料

申し込み・
問い合わせ

受付時間

カフェ店主・
講師

越地 真一郎
（熊本学園大学招聘教授、
 熊本日日新聞社NIE専門委員）

熊本学園大学　学術文化課
TEL 096（364）8729

9:00～17:00月～金 土 9:00～12:30
こえじ

新聞をテキストに、学生と社会人が立場を越えて切磋琢
磨する新しい学びの場です
勉強も仕事も、「読む、書く、話す」が基本スキル。新聞の
持つ「言葉力」を通じて、社会を見つめ、自ら考え、表現で
きる力を磨きます。

新聞で

就活力と仕事力アップ！！

切磋琢磨

新聞は当日朝刊を用意してあります

4月26日（土）スタート
4月26日（土）スタート

2014年2014年
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（中表紙）・・・色紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提案したい取り組みと資料 
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裏印刷なし 
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どに集合してもらう。この取り組みは、
全国各地で、｢防災ピクニック｣という名
称で、すでに実施されているところもあ
るようだが、徳島県ではやや緊張感を持
った取り組みを企画する方が望ましい。
時間や事情が許されれば、避難所での煮
炊き物などもできればいいが、自主防災
団だけに任せず、住民の率先した取り組
みを目指す必要があろう。 
 現在、国は、被災地への支援に時間が
かかるとして、家庭に１週間以上の備蓄
を求めている。避難経路の確認や、各家
庭での非常食の備蓄や必需品の準備など
の確認を、お互いに確認しあう中で、平
時よりの地域のコミュニティーを高め、
災害時での相互扶助などにつなげたい。                         

徳島新聞 2014年5月25日付 
 
３ 指導例  
（１） めあて 

①日頃の生活の中で防災を意識し、非常時の備えをしっかりしているか。 
②各家庭における｢災害への備え｣をチェックする機会とし、緊急時の｢持 
　ち出し品｣を確認する。 
③ 自らの命を守るための、｢自助｣の意識を高める。 
④ 地域社会の一員としての役割を自覚し、責任ある行動が求められてい 
ることを認識する。（共助の精神） 

 
（２）企画方法 
  ①地域リーダーとして、企画を周知する。 
   この周知が重要である。楽しい行事でもあるというニュアンスが必要で 

ある。 
  ②新聞記事（後掲）を使い、公助の難しさを理解してもらい、自助・共助 

の必要性を知る。 
  ③１日分の食料などをナップサックに入れて、公民館などに集合してもら

い、会食しながら、情報交換を行う。（ワークシート活用：後掲） 
  こうした動きが地域防災を強化するのである。 
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防災万全隊（ワークシート） 

１ あなたは、日頃の生活の中で、防災を意識した「非常時の備え」ができ 
ていますか。家族でどんなこと話していますか。 
・ 
・ 
 
 
 
２ すばやく避難バックを取り出し、必要な物を詰め、危険な箇所をチェッ 
クしながら、避難所にたどり着きましたか。気づいたことがらを書き出し 
てみよう。 
（例）・備蓄品、避難所までの時間、危険箇所など 

・ 
・ 
    
 
 
３ 再チェック（皆さんで話し合って）し、非常時の備えとして不足してい 
た品物を書き出してみよう。 
・ 
・ 

 
 
 
４ 災害から身を守るために、日頃からどのようなことを心がけることが大切
なのだろう。あなたのライフスタイルを見直し、具体的な取組を書き出して
みよう。 
 ・  
 ・  
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（新聞資料 徳島新聞 2014年5月25日付け） 
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中村先生の快挙（かいきょ）は、世界を駆け巡りました。日本人３名の
同時受賞です。 
今回の受賞理由は、「省エネで環境に優

しい青色発光ダイオード（ＬＥＤ）を発明
したこと。従来に比べ、長寿命でエネルギ
ー効率が高く、多くの研究者が失敗する中
で、受賞の３人が成功したこと。特に、２
０世紀は白熱電球が照らしていたが、２１
世紀はＬＥＤによって照らされる時代に
なり、電気が来ない発展途上国の１５億人
の生活もよくなるだろう。」ということで
す。この１５億人への貢献（こうけん）は、
特に大きいものですね。 
 
こんな発明・発見を行った中村先生は、どんな子ども時代だったのでし
ょうか。１９５４年、愛媛県の佐多岬の過疎地（かそち）に生まれました。
小・中・高校時代はあまり目立たない、普通の生徒だったそうです。成績
も中くらいで、暗記が嫌いでしたが、好きなことはとことんする性格だっ
たようです。どこにでもいる生徒ですね。 
 
しかし、中村先生は、何事にも一生懸命で、結果が出ない場合でも「コ

ンチクショー」と、なにくそ根性で頑張る生徒だったのです。誰もしない
ことや、成し遂げていないことに、チャレンジしたいという気持ちがあっ
たのでしょう。そして、徳島大学工学部に進学しました。 
 
阿波っ子は、ここから何を学ぶでしょうか。それは、あきらめない気持

ち、そして広い視野をもって、誰もしないことを実践しようとするチャレ
ンジ精神です。勉強の原動力はここだったのです。 
さあ、いろんなことに取り組みましょう。社会で困っている人に明かり

を灯（とも）しましょう。そのために、多くの知識や、社会の動きを知る
ことから始めたいものですね。 

（鳴門教育大学 教授 阪根健二）  
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（徳島新聞号外 2014年10月7日） 中村氏 ノーベル賞 
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